
https://fukuoka-triathlon.jp



004

006

010

012

016

018

020

021

021

022

024

026

028

030

031

032

協賛一覧

ごあいさつ

組織委員一覧

大会コンセプト

大会概要

大会マップ

　バイクコース

　スイムコース

　ランコース

　トランジションエリア

　ブースエリア

QR コード（速報・完走証・公式サイト）

ボランティア T シャツ企画

Living Together Project（LTP）

SDF プロジェクト

スタートリスト



STANDARD SPONSORS

thanks to all sponsor & partners
GOLD SPONSER

SILVER SPONSORS

OFFICIAL MEDICAL SPONSOR

BOOTH SPONSORS

MECHANIC SPONSORS

OFFICIAL SUPPLIER

SPECIAL THANKS

BRONZE SPONSORS

SDF PARTNERS  &  LOCAL PARTNERS

Thanks to everyone who supports us !

大会を個人で支えていただいたみなさん

大会にご理解を示していただいた志賀島のみなさん、 全てに感謝いたします。
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　「福岡トライアスロン 2023」が、盛大に開催されますことをお喜び申し上

げますとともに、選手、関係者の皆様を心から歓迎いたします。

　本大会が福岡市で開催されますことは、トライアスロン競技のみならず、

市民スポーツ全体の振興につながるものであり、開催に向けてご尽力いただ

いた組織委員会や地域の方々をはじめ、関係者の皆様に、心より感謝申し上

げます。

　会場となる志賀島は、古来、大陸との交流拠点であり、国宝「金印」が発

見された場所でもあります。悠久の歴史と、博多湾、玄界灘の景色を堪能い

ただける素晴らしいコースで、白熱したレースが展開されますことを期待し

ています。

　福岡市では、７月に「世界水泳選手権福岡大会」、８月に「世界マスターズ

水泳選手権九州大会」の開催を控えており、より一層スポーツの普及・振興

に取り組んでまいりますので、今後とも皆様のお力添えを賜りますようお願

い申し上げます。

　結びに、選手のご健闘と本大会のご成功を祈念いたしまして、お祝いの挨

拶といたします。

TAKASHIMA  SOICHIRO 

福岡市長

福岡トライアスロン組織委員会
名誉顧問

髙島 宗一郎

　日頃からトライアスロンの普及と発展に、ご支援とご協力をいただき心から

御礼を申し上げます。

　この度「福岡トライアスロン 2023」が開催されるにあたり、全国のトライ

アスロンファミリーに代わり、心からお祝いを申し上げます。

　さて、全国の選手の皆さんは、豊かな自然と歴史に囲まれた志賀島で行われ

る本大会を心待ちにしていました。困難を乗り越えた喜びを胸に秘め、このス

ポーツを存分に楽しまれることを期待しています。

　昨シーズンは、大会やイベント開催における制約が緩和され、3 年ぶりに国

内外からのお客様を迎えて大会ができるようになりました。そのような中、ス

ポーツ庁は、第 3 期スポーツ基本計画を発表しました。ここでは、共生社会、

多様な主役たちによるスポーツ促進と、スポーツによる「地方創生・まちづくり」

が求められています。このテーマは、トライアスロン界が長年追い求めている

ものであり、「産・学・官」と地域社会を結び、継続開催されている本大会は、

競技の普及のみならず、志賀島、福岡市全体の地域振興に繋がる素晴らしい大

会になることと思います。

　本大会を通じたトライアスロン競技の発展と飛躍によって、開催地の興隆に

貢献し、選手たちがリフレッシュできればこれにまさる喜びはありません。開

催にご尽力いただいた関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。「福岡トライア

スロン 2023」が、選手に愛され、より地域の振興と福祉に貢献できるよう、関

係者の皆様のご支援をお願いし、大会の成功を心よりお祈りいたします。

IWAKI  MITSUHIDE

公益社団法人 日本トライアスロン連合 会長

福岡トライアスロン組織委員会
名誉顧問

岩城  光英
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　この度は、関係機関や関係者の多大なるご支援を賜り「福岡トライアスロン

2023」が開催できますことに心より御礼申し上げます。

　この福岡トライアスロンは、①志賀島・西戸崎エリアの地域振興、②世代間

交流、③国際交流、④環境保全、⑤共生社会の推進などを目的に、これまで

2017 年、2019 年、2022 年と 3 回開催してきました。まだ新しい大会ではあ

りますが、地域の皆様や全国のトライアスリートの皆様からも少しずつ認知し

ていただけるようになり、大会が成長していることを心から嬉しく思います。

　トライアスロンは、ご承知のとおり大変過酷な競技ではありますが、年齢、

性別、国籍、競技歴などを問わず、幅広い層の選手が一緒に楽しむことができ

る競技でもあります。また、この大会の運営には、地域の皆様をはじめ、学生

や障害者の方にもボランティアとして数多く参加していただいています。競技

や大会運営を通じ、「ノーマライゼーションを推進する」という福岡トライアス

ロンの意義を感じていただき、様々な交流の輪が広がることを願っています。

MATSUO  SHINGO 

九州電力株式会社 特別顧問

一般社団法人九州経済連合会 名誉会長

福岡トライアスロン組織委員会 理事長

松尾  新吾

　この度、「福岡トライアスロン 2023」が盛大に開催されますことを心よりお

祝い申し上げます。

　競技による地域振興への貢献のみならず、障がい者、健常者が共に参加する

ことは、共生社会の実現の一助となるものです。

　福岡アメリカ領事館では、社会における多様性（Diversity）、公平性（Equity）、

包摂性（Inclusion）, そしてアクセスが可能であること（Accessibility）：ＤＥ

ＩＡを推進するために積極的に取り組んでおり、この大会が福岡で開催される

ことを大変嬉しく思います。

　参加の皆さんがそれぞれの立場でベストを尽くし、活躍されることを祈念し

ています。

Congratulations on hosting the Fukuoka Triathlon 2023 on a grand scale.

This event will contribute not only to regional development, but it is also a step 

forward in realizing a more inclusive society by including the participation of 

people living with and without disabilities together.

At the U.S. Consulate in Fukuoka, we actively promote Diversity, Equity, 

Inclusion, and Accessibility (DEIA) in society, so we are incredibly happy that 

this kind of event is happening in Fukuoka.

I wish you all the best at each stage of the competition.

CHUKA ASIKE
在福岡米国領事館
首席領事

チュカ・アシーケ
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「福岡から未来へ発信」

　私たち障がい者団体が 2019 年に初めて参加させていただいてから 3 回目となりますが、障害があってもなく

ても、周りの環境（人であったり、設備であったり）が整っていれば、何の不安もなく皆さんと一緒にお手伝いで

きることを福岡トライアスロンで証明してきました。福岡市は「みんながやさしい　みんなにやさしいユニバーサ

ル都市・福岡」をスローガンに共生社会実現に向け取り組んでいます。ハード面でのバリアフリー化は目に見え

て整備が進んでいますが、ソフト面でのバリア、つまり市民一人ひとりの心の中にある障がいへの理解「心のバリ

ア」はまだまだ解消されていません。この福岡トライアスロン 2023 大会を機に、障害者と共に活動する姿を多

くの皆さんへ伝えることが、さらに障がいへの理解へつながり、共生社会実現への一助になると考えています。

　前回大会に参加したパラボランティアの皆さんからは、肯定的な意見を多くいただきました。このことからもパ

ラボランティアとして大会に参加することの意味は、大きなものがあります。私たちはこの大会にボランティアとし

て参加できることを楽しみにしていますし、何よりも社会参加のいい機会になります。

　福岡でも有数の景観と歴史あるこの志賀島で開催されるこの大会が、福岡市が目指す「みんながやさしい　み

んなにやさしい　ユニバーサル都市・福岡」の実現に向け、大きく寄与する大会になることを願っています。

　共に助け合い支え合いながら生きていく共生社会の実現にみんなで取り組みましょう。

　選手の皆さんもいい記録が出せるよう頑張ってください。私たちも選手の皆さんの日頃の練習の成果が十分発

揮できるよう応援します。皆でこの大会を盛り上げ成功させましょう。

　「福岡トライアスロン 2023 大会」みんなで頑張るぞー！！

福岡市障害者関係団体協議会

理事長

清水  邦之

福岡トライアスロン組織委員会

理事

SHIMIZU KUNIYUKI

　福岡トライアスロン 2023 が、開催されるにあたり、

一言ご挨拶を申し上げます。

　本大会は、今回で 4 回目の開催になりますが、「多

くの皆様が力を合わせ、汗を流し築き上げて来た大会」

であると思っています。

　もう少し具体的に話しますと、大会の開催には、組

織委員会の理事の皆様やスポンサー・実行委員・ボラ

ンティアの皆様がそれぞれの役割を果たし、そして警

察や地元の協力があって、初めて実現するものと思っ

ています。

　様々な課題や困難を乗り越え、今年も開催できるこ

とを心より嬉しく思っています。

　選手の皆様には、歴史と自然環境に恵まれた志賀島

を楽しむと共に、日頃の練習の成果を充分に発揮され

ます事を願っています。

　最後に、本大会の成功と今後の益々の充実を祈念致

しまして挨拶とさせて頂きます。

　本年も福岡トライアスロンが、多くの皆様のご参加 

のもと、盛大に開催されますことを心よりお慶び申し 

上げます。

　少子高齢化が進み、人口が減り続けている志賀島で 

の本大会の開催はスポーツの力で、この地域にまた新 

たな風を吹かせ、地域に大きな可能性や力を創出して 

くれるものであり、関係皆様方のご尽力に対し、深く 

敬意を表します。 

　福岡トライアスロンをきっかけに全国の方々が志賀

島を知っていただき、多くの方々が足を運んでいただ

けるよう、住みたいと思える場所となれるよう、成長

し続ける地域や文化をこれからも築き上げていきたい

と思います。

　結びとなりますが、この大会を通して今にも続く志

賀島の歴史、自然、 文化にも触れていただき皆様の思

い出に残る大会となります こと、充実の中に本大会

を終えられますことを心よりご祈念申し上げます。

志賀島自治連合会　会長 志賀海神社　禰宜

小川  正義 阿曇 幸興

福岡トライアスロン組織委員会

理事・実行委員長

福岡トライアスロン組織委員会

理事

OGAWA MASAYOSHI AZUMI KOUKI

2023  officer

理事長

■ 松尾新吾

　 九州電力株式会社  特別顧問

　 一般社団法人 九州経済連合会  名誉会長

副理事長		

■ 大塚眞一郎

　 公益社団法人 日本トライアスロン連合 専務理事

■ 小林専司	 　

　 一般社団法人 福岡県中小企業経営者協会連合会  会長

■ 津上賢治

　 学校法人 中村産業学園 九州産業大学　理事長

■ 入江伸

　 医療法人 相生会 福岡みらい病院　理事長	  

■ 山﨑浩一郎

　 株式会社 テレビ西日本 専務取締役

理事	

■ 江頭和彦

　 はかた夢松原の会  理事

■ 小川正義

　 志賀島自治連合会  会長

■ 中尾厚志

　 一般社団法人 博多 21 の会  会長

■ 大野祐子

　 株式会社ビジネスリファイン  代表取締役社長

■ 岩本仁

　 福岡成蹊学園福岡外語専門学校  理事長

　 一般社団法人 福岡県専修学校各種学校協会  会長

■ 高橋彦太郎

　 高橋株式会社　代表取締役社長

■ 岩井公一

　 株式会社イワイスポーツサイクル　代表取締役

■ 岩崎正史

　 株式会社ジラボ  代表取締役	

■ 小澤利男

　 空気株式会社  代表取締役副社長	

■ 岩井堂政裕

　 セイコーメディカルブレーン株式会社  代表取締役社長

■ 後藤章夫

　 福岡市トライアスロン連合　顧問

■ 清水邦之

　 福岡市障害者関係団体協議会

　 福岡市身体障害者福祉協会

■ 西嶋聖

　 一般社団法人福岡青年会議所　理事長

■ 鈴木貴里代

　 公益社団法人 日本トライアスロン連合常務理事

■ 横田英昭

　 福岡県トライアスロン連合理事

■ 大塚貴文

　 Lifxc 株式会社

■ 高柴賢一郎

　 医療法人 竜操整形外科病院　院長

■ 井上美知子

　 株式会社 ビッグイヤーアンツ

■ 石川寛

　 医療法人相生会 福岡みらい病院

■ 黒木亮順

　 株式会社テレビ西日本 営業局次長

■ 一ノ瀬大一

　 九州産業大学　学生係長

■ 今井亮介

　 株式会社ワンダーイヤーズ　代表

事務局	

■ 西浩平

　 医療法人相生会福岡みらい病院

志賀海神社の詳細は p031 で →
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concept

2023年大会の特徴

３度目の 2022 年大会は、コロナ禍を経て、「新生福岡トライアスロン大会」としてリスタート

しました。時流を捉えた新しい大会をさらにブラッシュアップした 4 度目の 2023 年大会に、

ご期待ください！

①日本トライアスロン連合（JTU）が主催にジョイン

日本で行われるトライアスロン大会を統括し、国際大会のハブでもある JTU が前回大会から主

催社として加わり、大会運営・協賛社獲得・選手への呼びかけなど多方面でサポートすることに

なりました。

②コンパクトで特徴を訴えやすいコース設計

前回大会からコースを、風光明媚で歴史的な魅力もある「志賀島」周回に変更。参加選手の満足

度を維持しながら、大会運営費をミニマムに抑える工夫も加えました。もちろんその実現にあたっ

ては、これまでの活動の積み重ねによって地元の皆さんのご理解が得られるようになったことが

大きく影響しています。

③充実した医療体制と多様性に配慮した運営

豊富な医療サポートで「国内で最も安全な大会」を謳ってきた本大会ですが、時節柄、医療体制

についてはこれまで以上に充実させます。

また、障がい者がパラボランティアとして運営に参加する先鞭をつけた本大会が、昨今の時流の

後押しを受け、健常者・障がい者が共に助け合って運営するシステムをさらに磨きます。

④大会を契機にした地元インフラの整備

大会は、初年度より、開催に伴う地元インフラの整備を意識してきました。

これまで道路段差の修繕や傷んだグレーチングの修理・取替などに行ってきましたが、本大会以

降、志賀海神社の魅力化や地域行事への参加などにも取り組んでいく予定です。

●福岡市内や博多駅、空港からも約10Km 圏内というアクセスの良さ。

●コースは大自然が溢れ、美しい海と山を感じる事できる最高のロケーション！

●初心者からアスリートまで幅広く参加できるスタンダードディスタンス。

●デザイン性に優れ、おしゃれかつカジュアルな大会。

●志賀島は「漢委奴国王」の金印(国宝)の発掘場所として全国的に有名。

日本屈指の透明感！
　　特に圧倒的な透明度とフラットな外海スイムをお楽しみください。

ポイントレースにステップアップ　
　　前回大会よりJTUトライアスロンエイジグループナショナルチャンピオンシリーズ大会になりました。

トライアスロン競技の前後は、開催エリアである「志賀島」の歴史的文化・郷土料理など、

”ここにしかない福岡”をご堪能いただきたいです。そして、大会終了後には、博多・天神・中洲などで、ショッピング

や福岡のご当地料理など、存分にお楽しみいただけること間違いなしです。

トライアスロンと観光を同時に楽しめるのも福岡大会の魅力です。

ブラッシュアップした”志賀島完結コース” ！

初心者からアスリートまで幅広く参加できる

スタンダードなトライアスロン大会です。

【本大会の特徴】

福岡大会の特徴!

SWIM BIKE RUN

スタンダードディスタンスとは？ スタンダードディスタンスとは、
♦️スイム1.5km
♦バイク40km
♦ラン10km
の合計 51.5km の距離で行う
トライアスロンです。
夏季オリンピックの正式種目として
2000 年のシドニーオリンピック
よりこの距離で開催されています。

51.5km

012 013



日本一安全なトライアスロン大会をテーマに

今、世界が最も注目する共生社会を推進した大会に

　福岡トライアスロンでは「産・学・官・民」連携をベースに、スポーツ振興、地域振興、共生社会推進を掲げています。また、医療従事者

数で救護を行う「日本一安全なトライアスロン大会」と銘打っています。2017大会では150名もの医療従事者がレースをサポートいた

しました。

　そして世界でも唯一無二なチャレンジとして、福岡トライアスロン2019では80名の障がい者とともに総勢1000名のボランティアで

大会をサポート。障がい者の方々がパラスポーツやパライベントではなく、ボランティアスタッフとして参加するという、世界でも類をみ

ない試みとなりました。日々サポートを受ける側の障がい者の方々が、トライアスリートをサポートする。参加された方々には、生きが

いや、やりがいを感じていただくことができました。これは今後の共生社会実現へ、大きな足がかりになったと感じでおります。この活

動が福岡トライアスロンから世界へと広がっていくことを願っております。

　活力ある社会を作り出すには、障がい者も含めた全ての世代の医療、福祉、保健のほか、行政、学問、文化、産業など、さまざまな領域

の協働が必要です。

　福岡トライアスロンではスポーツ競技大会としての側面のみならず、「産・学・官・民」連携をベースに、まちづくりや教育、産業への寄

与、国際交流、差別解消など、社会問題を解決するプラットホームとなることを目指しています。特に教育という場面では、学生と社会が

直接繋がれる環境を提供しています。SDGs、ボランティア、ダイバーシティをキーワードに国際人としての感覚を養ってもらえるよう、

学びの場も提供しています。　

　参加者の皆様には、トライアスロン競技のみならず、開催エリアの食や文化など、ここにしかない福岡を大いに楽しむことができると

信じております。また、一人でも多くの人が会場を訪れ、歴史を知り、未来を感じていただけることを願っております。

福岡トライアスロンが大会を通して目指す、もう一つの側面

産・学・官・民

が連携する

運営体制

医療機関が全面

バックアップの

安全性

ダイバーシティ

の実現

パラボランティアで

世界の

モデルケースに

観光・産直

などでの

経済効果

地域住民との

コミュニケーション

人口減少・

空き家問題の

解消と環境整備

パラボランティアとは、「障がいなどの特性や能力を考慮し、公正な機会を提供するために合理的配慮を行ったボランティア」のことで

す。福岡トライアスロンは、「障がいの社会モデル」を普及するために、ボランティア部門の中にパラボランティアを創設し、「共生社会」

の実現を推進しています。

パラボランティアとは

※共生社会・・・「障害のある人が障害のない人と同等に生活し、ともにいきいきと活動できる社会を目指す」という理念です。 

教育として学生と

社会との繋がりや

学びの場を提供

わたしたちは、国連が採択した「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に照らして、

本大会を通じた目標達成努力をコミットします。

福岡トライアスロンは、絶滅危惧種でもあるコアジサシが産卵にくるほど綺麗な志賀島近隣の海をコースに加えることにより、この海の豊かさ

と美しさをみなさまに広く知っていただき、この海を守る活動として海岸の清掃を定期的に行うことを約束します。

福岡トライアスロンは、スポーツが持つ、人々を集め、巻き込む力を使って

社会におけるスポーツの価値向上に取り組みます。

福岡トライアスロンは、志賀島を中心としたエリアの活性化や、歴史文化資産・風土に対する広く市民の理解を促し、

特に福岡都市部と東部地域のつながり強化に貢献努力をすることを約束します。

福岡トライアスロンは、産学官民が、それぞれの立場を超えて大会の成功に向け

協力しあうよう努力することを約束します。

福岡トライアスロンは、パラボランティア（障がい者と健常者が同等のスタッフとしてともに活動するボ

ランティア）を採用することにより、①障がい者とそうでない人を平等に扱うこと、②健常者が障がい者

を理解する場、障がい者が社会に求められている実感を得る場と大会を位置づけること③障がい者自

身の成長を促し雇用機会を創出すること、を約束します

S＝Shikanoshima（志賀島）、Saitozaki（西戸崎）の振興 　D＝Diversity（多様性）の推進
F＝Fukuoka Triathlon（フクトラ）の開催の３つを主な目的として活動をしている組織です。
開催地である志賀島は砂州で陸続きになった全国的にも珍しい陸繋島であり、風光明媚な景観を楽しめる場
所です。金印が出土したことでも有名ですが、古くは「古事記」や「日本書紀」にも記述があり、神話にも登場する
といった歴史的に重要な土地とされています。また、志賀海神社には「君が代」の神楽が奉納されていることか
らも、志賀島は日本の始まりを感じさせる浪漫あふれる地域といえます。
しかし、人口は減少を続けており、50年で58%減となった2021年現在の人口は1465名で、そのうち65歳以上が
約半分を占める限界集落となっています。それに伴い、市営渡船や路線バスの減便、産業の衰退、医療過疎な
ど、様々な問題が浮き彫りとなってきています。
我々SDFは、「産・学・官」と「民（市民）」が一体となったエネルギーで福岡トライアスロンを開催し、志賀島・西戸
崎地区をはじめ福岡市東区周辺及び福岡市の「地域振興」の一助となっていくことを目指します。また、パラボ
ランティア（障がい者ボランティア）とともに大会を作っており、今後は外国人やLGBTQなど、全ての人がフラッ
トである世界観を持って大会運営を行います。

一般社団法人　　　　　　　  とは・・・

hikanoshima/       aitozai ukuoka Triathloniversity

014 015



大会概要

開催概要

　2017年に初めて開催された福岡トライアスロンは、「産・学・官」と地域社会を結びつけることを主たる使命とし、

地域の皆様のご協力の下に開催することができました。また、継続開催することで地域社会の振興や競技の普及に尽力致します。

　2019年大会ではノーマライゼーションを掲げて、パラボランティアとともに「パラプロジェクト」を新たに立ち上げました。

【誰もが住み慣れた地域で， 心身ともに健康で自分らしく暮らせる，「ひと」も「まち」もどちらも幸せになれる福岡】

そして、全ての人が平等である社会の実現の一助となることを目指します。

開催趣旨 6月25日（日）　大会当日

大会名称 福岡トライアスロン2023
2023JTUトライアスロン エイジグループ・ナショナルチャンピオンシップシリーズ

開催期日 2023年6月25日（日）　7：30～13：30　※開会式〜閉会式終了まで

開催地 福岡県福岡市東区志賀島一帯　（大会本部:志賀公民館）

競技内容 【スタンダードディスタンス：51.5㎞】  スイム：1.5km ／バイク：40km ／ラン：10km
　※スイム：750m×2 周回／バイク：志賀島×4 周回／ラン：2km×5 周回

記録・計測 ネオシステム

主催 福岡トライアスロン組織委員会（構成団体 ： SDF、福岡県トライアスロン連合、日本トライアスロン連合）

主管 福岡県トライアスロン連合

後援
福岡市、在福岡米国領事館、台北駐大阪経済文化弁事処福岡分処、福岡商工会議所、九州経済連合会、博多21の会、
福岡青年会議所、福岡県中小企業経営者協会連合会、アビスパ福岡、福岡県専修学校各種学校協会、
ＮＰＯ法人福岡市障害者関係団体協議会、一般社団法人福岡SUNS、ライジングゼファーフクオカ株式会社

協力 福岡みらい病院、九州産業大学、志賀商工会、西戸崎校区自治協議会、志賀島自治連合会、
志賀島・海の中道サイクルツーリズム協議会、社会福祉法人福岡市身体障害者福祉協会、全国柔整鍼灸協同組合

協賛

PARKOUR SCHOOL、九州電力、QTnet、福岡みらい病院、サニクリーン九州、ふくや、九州産業大学、アパマンショップ、
ティーアンドエス、トヨタレンタリース福岡、米田建築工房、にしけい、福岡ロジテム、福岡地所、新日本製薬、九電工、
松本組、セイコーメディカルブレーン、ヴェントゥーノ、ビジネスリファイン、福岡外語専門学校、アイ広告社、アサヒ飲料、
アストンマーティン、三好不動産、コリンジャパン、リベラルアーツ、クリスマスマーケット、ミカサ、増田石油、はたなか、
博多の森不動産、オーレック、廣田商事、野間薬局、福岡クリーン産業、イシカワ、松山建設、トライアンド、丸松セム、
福岡リゾート＆スポーツ専門学校、未来図建設、ファインロジテック、あおやぎ、篠原公認会計士事務所、
大村美容ファッション専門学校、博運社、にしで歯科医院、ホームラン・システムズ、CASE、山本設備工業、ヤマカワ装飾、
シーサイドリアルエステート、三和シャッター工業、ミツヤマ電気、有澤建設、中村学園大学、三角整骨院、佐藤株式会社、
トクスイコーポレーション、カンサイホールディングス、西日本シティ銀行、西日本鉄道、DIC 学園、河野産業、
エム・ティ・エスひかり、九州旅客鉄道、九州自動車リース、五光建設、Cytix、西部ガス、平井スポーツ建設、福岡銀行、
エムアイディ、朝日自動車、九州風雲堂、夢源、久原本家、大賀薬局、スリーアール、インサイドアウト、ピエトロ、味の素

オフィシャル
サプライヤー アサヒ飲料、新日本製薬、花屋ひより、食堂なぶら、勝山商店、はたなか、南国フルーツ、まさごや、シャワー

メカニック
サポート イワイスポーツサイクル、サイクランドシライシ、正屋

スペシャル
サンクス テレビ西日本、海の家「きばらし」「丸良」「福助」

時　間 内　容 場　所

05：00 ～ 06：30 大会会場入り A・B・C ： 選手向け駐車場エリア

05：30 ～ 07：00 受付 志賀公民館

05：30 ～ 更衣室・荷物置場利用 スイムエリア（志賀島海水浴場）

05：30 ～ トランジション オープン トランジションエリア（志賀島漁港駐車場）

　　　　 ～ 07：20 トランジション クローズ トランジションエリア（志賀島漁港駐車場）

06：40 ～ 07：20 アンクルバンド受渡し スイムエリア 計測テント付近

06：40 ～ 07：20 試泳 スイムエリア（志賀島海水浴場）

06：45 ～ 07：25 入水チェック スイムエリア（志賀島海水浴場）　※スイムエリア計測地点

07：30 ～ 交通規制開始 志賀島外周道路

07：30 〜 開会式

スイムエリア（志賀島海水浴場）07：45 ～ 07：49 レーススタート

08：30 スイムスキップリスタート

08：39 スイム制限時刻 スイムエリア/スイムフィニッシュ計測地点

08：55 バイクスタート制限時間 トランジションエリア/バイクスタート計測地点

10：20 バイク制限時間 志賀島入口計測地点

　　　　〜 11：00 交通規制解除 志賀島外周道路

12：19 ラン制限時間 フィニッシュゲート（志賀島漁港）  ※最終スタート後4時間30分後

12：25 表彰・閉会式 スイムエリア（志賀島海水浴場）

016 017



course map

救護所

給水

給食

横断ポイント

START
SWIM start
BIKE start
RUN start

トランジション

SWIM start
BIKE start
RUN start

FINISHFINISH

大会本部

救護本部

弘救護所
※弘集会所

交通規制起点

勝馬救護所
※まさご屋

スイム救護所
ラン救護所

スタンダードディスタンス 51.5km

1.5km

志賀島海水浴場
750m×2周回

40km

志賀島外周道路
※❶を起点に

時計回りに4周回

10km

志賀島漁港
特設コース
2km×5周回
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BIKE course : 40km ［志賀島外周道路 ※❶を起点に時計回りに 4 周回］ SWIM course : 1.5km ［志賀島海水浴場 750m × 2 周回］

RUN course : 10km ［志賀島漁港特設コース 2km × 5 周回］

トランジション

弘救護所
※弘集会所

勝馬救護所
※まさご屋

トイレ

横断ポイント

多目的トイレ

救護本部

給水

給食

トランジションBIKE START

救護本部

大会本部

スイム救護所

ラン救護所

BIKE 
FINISH
BIKE 

SWIM start

スイム
待機

エリア 300m

150m
300m

TRANSITION
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給水・スターターテント
靴＆メガネ置き場

計測・海上監視
アンクルバンド受け渡しテント

本部・音響テント

スイムスキップ

表彰ステージ

入水チェック

主催者エリア

男子更衣室
＆荷物置き

仮設トイレ

計測マット①

スイム
スタート位置

女子更衣室
＆荷物置き

出展ブース

BIKE

SWIM

バイク乗車ライン

バイク降車ライン

STAGE

男子更衣室
＆荷物置き

スイム救護所

救護本部

仮設トイレ

SWIM

第1ブイ

第2ブイ

コースブイ（内）

コースブイ（外）

選手受付

BIKE 
FINISH

TRANSITION
AREApenalty box

FINISH

選手受付・総合案内

周回確認用
輪ゴム受渡エリア

計測テント 周回
ポイント

折り返し地点

計測マット④

トイレ

横断ポイント

多目的トイレ

救護本部

給水

給食

RUN

BIKE

スイム救護所

救護本部

大会本部

ラン救護所

仮設トイレ

バイク降車ライン
計測マット⑤

仮設トイレ

RUN START
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TRANSITION area

FINISH
大会本部

バイクメカニック

計測マット④

計測テント

計測マット③

計測マット②

支給品

仮設トイレ

バイク降車ライン

選手受付

総合案内

BIKE

RUN

SWIM

＜志賀公民館＞

TRANSITION AREA

救護本部

BIKE FINISH

バイク乗車ライン

TRANSITION AREA

計測テント 本部 本部 支給品 給水

no.101~250 no.243~348

no.349~428 no.429~456 + 801~824

no.825~854 + 501~526 no.527~565 + 901~912

no.913~935 + 601~632 no.633~713
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カーリース・レンタカーのご用命は
トヨタレンタリース福岡ヘ!

新型車ラインナップを

豊富に取り揃えおります。

・レンタカーのご予約 営業・予約センター課 0120-489-446
・カーリースのお問合せ 本社リース営業部 092-461-0100

Tel092-461-0100 FAX092-451-0131
http://www.trl-fukuka.co.jp

本社/〒812-0896 福岡市博多区東光寺町1丁目1番1号

地域密着のサポート力でお応えいたします。

ご予約・ご利用にはアプリが必要です。アプリダウンロードをお願いいたします。

TOYOTA SHAREお問い合わせ窓口 無料 0800-666-2077（24時間年中無休）

短時間利用の場合は、カーシェアがお得!

カーシェアを、もっと快適に。
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オフィスビル・病院・ホテル・工場など、人々が生活するあらゆる建物の
電気設備・空調設備・換気設備・給排水衛生設備などの工事を通じて、
電気と空気、水の快適な環境はもとより、
安心と安全を提供することが私たちの仕事です。

私たちの仕事は
建物に命を吹き込む
仕事です。 かかりつけ薬剤師は、

まちの“薬と健康”の相談員です

「かかりつけ薬局」
「かかりつけ薬剤師」
についてのご相談は

福岡市東区香椎照葉3－4－5 I.C.メディカルビル1F

～ すべては健康を願う人々のために～

セイコーメディカルブレーン株式会社

TEL：092－674－7100

アイランドシティ薬局

営業時間 9:00～18:30
※木曜   17:30まで
※土・日曜13:00まで

※完走証（WEB記録証）ダウンロード期限  →  2023.6/26sun12:00～ 2023.9/25mon23:59まで

●QRコード読み取りアプリで上記URLのQRを読み、発行作業を行うとうまくダウンロードされないとき
　　→QR読取アプリを使用しますとブラウザが対応していないものがあります。カメラ機能から直接アクセスしてみてください。

● 記録証が表示されない時
　→基本的にダウンロードサービスとなります。端末の設定により表示されずにダウンロードフォルダへ保存される場合があります
　　ので、この場合は自身のスマートフォンの設定をご確認ください。

大会速報・完走証・公式 HP  ／ QR コード

公式HP
大会の様子や
地元情報など、

最新情報を随時更新！

完走証
自分のレースナンバー
を入力してweb記録証

を GET しよう！

大会速報
選手のポイント通過
や FINISH の時間を

リアルタイムで掲載！



 volunteer T-shirt 福岡トライアスロン2023 公式ボランティア Tシャツ　イラストコラボ企画第三弾

採用案

志賀島は福岡市街からほど近く、美しい自然やドライブスポットとして有名です。しかしそれだけではなく金印が出土された土地として

も知られています。歴史の教科書にも掲載されている金印ですが、金印ドッグや金印アジなどもあり、志賀島から連想して出てくるワー

ドの一つだと思います。そんな金印を一つのアイコンとして、トライアスロンのアスリートたち一人一人が輝くようにという想いを込め

てデザインしました。

福岡トライアスロン2023のボランティアスタッフ約 400人が

着用するTシャツのイラストを九州産業大学の学生さんに大募集！ 

たくさんの応募の中から、今大会に採用されたのはこちら！

川野 風歌 さん

九州産業大学 芸術学部

ビジュアルデザイン学科

グラフィックデザイン専攻 

ＦＵＫＵＯＫＡ ＴＲＩＡＴＨＬＯＮ ２０２３

国際文化学部
人間科学部
経済学部
商学部

地域共創学部
理工学部
生命科学部
建築都市工学部

芸術学部
造形短期大学部

〒810-0004  福岡市中央区渡辺通1丁目1番2号ホテルニューオータニ博多5階

揺るがぬ信念で魅力ある街づくり、

地域づくりに取り組みます。



大勢の人たちに関わるチャンスを与えたい

福岡市から世界に「Inclusive Style」を発信します。

　Living Together Project（LTP）は、福岡トライアスロン（SDF）に附属する任意団体です。主な活動として「パラボランティア

の普及推進」を行なっており、これまで福岡市のイベント（福岡トライアスロンや福岡マラソン）で活動実績があります。設立のきっ

かけは、私たち 福岡トライアスロン組織委員会の中から「ボランティアを通じて障がいをめぐる問題が解決できないか」という声

が挙がったことが始まりです。障がいを持つ方々をボランティアスタッフとして迎え入れるにはどうすれば良いかを考えると、心の障

壁（差別や偏見）、物理的・制度的障壁など様々な問題が見えてきました。そこで、「大勢の交流」「楽しさ」という特徴を持つビッ

グイベントにおいて、あらゆる多様性を理解し受け入れ、障がいの有無に関わらずボランティアスタッフとして一緒に活動すること

が問題解決の一歩になると考えました。2019 年の福岡トライアスロン 2019 では、76 名の障がい者と、一緒に活動するボランティ

アスタッフ 約 100 名が、2022 年大会では 40 名の障がい者と一緒に大会を支え、アンケート調査では次回も参加したいとの声を

頂きました。しかし、このような声がある一方で、世の中には障がい者が参画できない、参画していないイベントが多くあります。

障がい者の社会参画を促すだけではなく、全ての人が障がいに対する理解を深めなければならないと考えています。

　私たちの活動は、全ての人がお互いの存在を尊重し合い、適切なサポートが必要であることを知ってもらう機会になると思います。

今後、公正な環境の在り方を考える機会が増えるように、私たちはこの活動を継続、普及していきます。

S= 志賀島プロジェクト編

［FFLC］とは？

～日本人学生、多国籍の留学生が所属する

語学・国際教育に特化した専門学校です～

FFLC は、福岡トライアスロンを応援しています！

私たちは、「 We are a Global Family!」をコンセプトに、

学生にとって第二の家になるようなアットホームな学校を目指しています。

〒 812-0054 福岡県福岡市東区馬出 1-8-27

1-8-27 Maidashi, Higashi-ku, Fukuoka-shi, 812-0054 JAPAN

Tel:  092-631-0147  (+81-92-631-0147)

Web:  www.ffl  c.ac.jp

一般社団法人 SDF は福岡トライアスロンの運営だけでなく、開催地である志賀島にもスポットを当てています。

志賀島は砂州で陸続きになった全国的にも珍しい陸繋島であり、風光明媚な景観を楽しめる場所です。金印が出土したこ

とでも有名ですが、古くは「古事記」や「日本書紀」にも記述があり、神話にも登場するといった歴史的に重要な土地と

されています。また、志賀海神社には「君が代」の神楽が奉納されていることからも、志賀島は日本の始まりを感じさせ

る浪漫あふれる地域といえます。しかし、人口は減少を続けており、50 年で 58% 減となった 2021 年現在の人口は

1465 名で、そのうち 65 歳以上が約半分を占める限界集落となっています。それに伴い、市営渡船や路線バスの減便、

産業の衰退、医療過疎など、様々な問題が浮き彫りとなってきています。そこで SDF では志賀島振興にも目を向け、移

住計画などの企画にも取り組んでいく予定です。まずはみなさまに、もっと志賀島を知ってほしいと思っております。

志賀海神社   【しかうみじんじゃ】

参道沿いに悠然と立つ木々の間から差し込む陽の光がじんわり
心を落ちつかせてくれ、神社の鳥居越しに見える海は、忙しい
日常を忘れさせてくれます。志賀海神社は山と海が不思議なほ
どに調和している場所です。
　伊弉諾尊（イザナギノミコト）の禊祓でお生まれになられた
綿津見三神を奉斎しています。「海神の総本社」「龍の都」と称
えられており、古くから海上守護の神として人々から厚く信仰
されてきました。
　この島にはかつて375の社が存在していたことから神の島と
呼ばれていましたが、現在は神社境内の末社に祀られています。

　「ちはやふる鐘の岬を過ぎぬとも　
　　　　　　我は忘れじ志賀のすめがみ」（万葉集より）

　玄界灘に臨む志賀島は博多湾の総鎮守であり、遠くの大陸や
都へと向かう海路の無事を祈願して人々が志賀海神社を訪れて
いたことが万葉集に残る和歌からも伺えます。
　今では、海上守護、交通安全、再生回帰の神、災厄祓除、病
気平癒、健康長寿、家内安全、子供守護を祈願するために多く
の人が参拝に訪れる、人気のパワースポットになっています。
　驚くことに、志賀海神社では大小合わせると年間で90を超
えるお祭りが行われています。4月と11月にに催される山誉
祭（やまほめさい）は、山の恵みが海に流れることで大漁を願う、
自然の循環と人々の生活との調和を大切にした祭です。この祭
りは福岡の無形文化財に指定されており、1800年以上も引き
つがれてきたものです！歴史の深さとそれを守ってきた人々に
思いを巡らせると、感慨深いものがあります。
　技術が日々進歩し、人々の暮らしはどんどん自然から切り離
されたものになってしまい、現代社会の中で生きる私たちは目
の前のことばかりに注目してしまいがちになっています。しか
し、今の私たちがいるのは先祖がいたからであり、文明は自然
の恵みに支えられてきたものです。志賀海神社に来ると、そん
な決して忘れることなく大切にしていかなければならない先祖
と自然への感謝の気持ちを思い出させてくれます。志賀島に来
たならば、ぜひ志賀海神社に訪れて欲しいです！

訪れた人の心の琴線に触れる
そんな神秘的な力を持つ志賀海神社

❶七夕祭の竹灯籠　志賀海神社では旧暦で七夕祭が行われており夜には竹灯籠や氣龍画家の
日幸 知氏の氣龍灯籠も献灯されています。8月6～7日開催予定。

❷歩射祭　昔人や家畜に大きな危害を与えていた「土蜘蛛」を８人の射手が対峙したことに
由来し、護国豊穣を祈願するお祭りです。馬に乗らず矢を射ることからこの名前が付けられ
ました。無形文化財に指定される大祭で、毎年１月15日に近い日曜日に行われます。

❸山の神 杜　神社境内には12杜の杜があります。その中の一つ、山乃神は二本の木が支え
合いながら立っており、縁結びの神といわれています。また、９のつく日に使い古した財布
と新しい財布を供え願いその新しいものを持ち帰ると財が貯まるとも言われています。

www.shikaumi-jinja.jp/

志賀海神社
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FUKUOKA TRIATHLON 2023  JTU Triathlon Age Group National Championship Series  = standard distance start list =

101 新井 依央理 19 福岡

102 関 隼人 19 長崎

103 大和田 知樹 19 広島

104 上岡 大悟 19 福岡

105 中原 諒二 19 長崎

106 西浜 壱真 19 福岡

201 原田 姫奈 21 福岡

202 井上 菜津子 22 福岡

203 大崎 有紗 23 福岡

211 長 蓮成 20 熊本

212 井上 滉基 20 福岡

213 大澤 芳悠 20 長崎

214 秋山 陽汰 20 広島

215 久保 航貴 20 福岡

216 石河 誉章 20 福岡

217 M 20 福岡

218 原 雄亮 20 福岡

219 馬場 啓匠 21 福岡

220 穂森 光稀 21 福岡

221 福島 稜大 22 福岡

222 石崎 陽来 22 福岡

223 井上 能雅 22 岐阜

224 松下 幸助 22 長崎

225 岡田 浩宜 22 福岡

226 牟田 博貴 22 福岡

227 末吉 秀旭 23 福岡

228 井上 雅 23 長崎

229 益田 大誠 23 福岡

230 アレン ワイアット 23 長崎

231 藤原 直生 23 福岡

232 原口 大空 24 京都

233 後藤 稜平 24 福岡

234 稲角 塁 24 福岡

204 鯉沼 かの 25 東京

205 天神 沙也佳 25 東京

206 津守 響子 26 福岡

207 平山 基子 26 福岡

208 深野 由佳 28 福岡

209 石原 妹 29 神奈川

210 玉木 友里絵 29 三重

235 H 25 福岡

236 平嶋 颯太 26 福岡

237 浅田 光陽 26 福岡

238 坂山 智哉 26 福岡

239 合庭 俊二 27 福岡

240 山口 和也 27 熊本

241 湊 隆文 27 福岡

242 前川 大樹 27 福岡

243 深野 雄大 28 福岡

244 清水 慎一 28 千葉

245 井上 惇之 28 福岡

246 坂口 恭平 28 福岡

247 佐々木 稔 28 熊本

248 大箭 周平 28 新潟

249 春山 太作 28 福岡

250 澤野 太暉 29 東京

251 中林 航大 29 福岡

252 下田 駿平 29 福岡

253 永尾 智也 29 福岡

254 山田 晃平 29 東京

301 一松 菜央 30 鹿児島

302 薬師 かれん 30 鹿児島

303 増田 宏美 31 神奈川

304 小林 尚子 32 東京

305 岩下 香奈 32 福岡

306 山岡 道子 34 福岡

313 坂口 諒輔 30 福岡

314 早崎 悠揮 30 東京

315 高畑 遥 30 福岡

316 多田 優輝 30 山口

317 大上 諒 30 東京

318 松本 新太朗 30 福岡

319 鮫嶋 浩生 31 鹿児島

320 竹川 博 31 佐賀

321 小松 眞也 31 佐賀

322 北村 尚紀 31 東京

323 原 慎太郎 31 福岡

324 藤井 裕真 32 千葉

325 Jankowski Adrian 32 鹿児島

326 柴田 雄太 32 福岡

327 伊藤 史晃 32 福岡

328 樋口 隆広 33 東京

329 都築 啓一 33 愛知

330 森 信也 33 佐賀

331 西村 栄治 33 山口

332 一戸 健人 33 北海道

333 小松 健太 34 佐賀

334 西原 和宏 34 福岡

335 末永 幸洋 34 福岡

336 宮内 知也 34 福岡

337 砂原 拓也 34 福岡

338 齋藤 隆一 34 福岡

307 越海 ニコール 35 大分

308 福島 弥生 36 福岡

309 内藤 恵梨 36 長崎

310 河田 真奈 37 福岡

311 大西 麻希 39 千葉

312 大櫃 菜津子 39 福岡

339 米倉 亮太 35 福岡

340 真清 高志 35 山口

341 中尾 宇志 35 福岡

342 谷口 滋彦 36 大阪

343 芝崎 僚 36 鳥取

344 中嶋 大悟 36 東京

345 海辺 義一 36 福岡

346 中原 誠 36 福岡

347 浅田 晃輔 37 福岡

348 木村 佑太 37 福岡

349 ウムラウト トム 37 大分

350 仁井 啓介 37 福岡

351 成冨 洋介 37 福岡

352 糸満 尚貴 37 大分

353 トーレ フェルナンド 37 東京

354 岡村 祐 37 福岡

355 山田 啓 37 福岡

356 小田 晃司 37 福岡

357 福田 将人 38 福岡

358 岩下 隼人 38 福岡

359 楠 直人 38 神奈川

360 江口 紹修 38 長崎

361 草場 昂 38 福岡

362 金久保 宏旭 38 石川

363 景山 敏直 38 神奈川

RACE no. NAME AGE PREFECTURE RACE no. NAME AGE PREFECTURE RACE no. NAME AGE PREFECTURE

364 田中 智久 39 福岡

365 吉竹 陽介 39 佐賀

366 庄嵜 正裕 39 福岡

367 伊藤 宏太 39 福岡

368 小田 貴文 39 大阪

369 浜口 恵 39 東京

370 吉田 俊介 39 福岡

371 山崎 陽 39 熊本

372 青木 亮太 39 福岡

373 渥美 雄三 39 東京

374 永津 智彦 39 福岡

375 崔 鍾賢 39 福岡

376 小倉 雄夢 39 福岡

401 田中 悠海 41 福島

402 戸田 真世 42 山口

403 西 亜紀子 42 東京

404 五味 明子 42 福岡

405 八木 恭子 43 佐賀

406 白川 陽子 44 福岡

407 下田 しおり 44 福岡

408 城田 全江 44 福岡

409 梅田 裕也 40 沖縄

410 松山 将太 40 兵庫

411 千葉 拓也 40 東京

412 惣司 真乃祐 40 長崎

413 金堀 裕輔 40 神奈川

414 高木 建之介 40 福岡

415 仲信 達也 40 福岡

416 垣花 勝 40 福岡

417 厚見 行正 40 石川

418 新 洋平 40 福岡

419 坂本 亮 41 福岡

420 玉野井 宏和 41 福岡

421 佐伯 琢也 41 佐賀

422 村山 直充 41 福岡

423 池 史宏 41 鹿児島

424 小村 真孝 41 福岡

425 児島 永 41 福岡

426 脇元 隆次 41 福岡

427 門司 聖 42 福岡

428 松山 奨 42 東京

429 河野 雄三 42 東京

430 小野 忠相 42 福岡

431 西野 貢平 42 石川

432 横山 大輔 42 東京

433 岩井 大輔 42 東京

434 中山 周一郎 42 東京

435 丸岡 浩人 42 福岡

436 新井 裕明 42 福岡

437 松林 高紀 42 福岡

438 寺本 昌弘 42 福岡

439 佐藤 哲也 42 静岡

440 目原 宏輝 43 福岡

441 松本 尚也 43 東京

442 西 理広 43 東京

443 三上 和芳 43 東京

444 佐伯 卓也 43 東京

445 上田 崇 43 福岡

446 野田 浩輝 43 佐賀

447 世利 祐一郎 43 福岡

448 土田 洋平 44 岐阜

449 竹下 茂雄 44 東京

450 横山 大介 44 東京

451 塚本 泰一 44 佐賀

452 田原 健一 44 福岡

453 石井 教史 44 福岡

454 岩隈 剛士 44 福岡

455 伏見 浩幸 44 佐賀

456 田中 崇夫 44 福岡

801 酒田 藍子 45 大阪

802 三浦 真理子 46 福岡

803 足立 雅子 47 鳥取

804 中村 奈緒子 47 福岡

805 岡本 和也 45 佐賀

806 瀧本 康介 45 福岡

807 永瀬 達也 45 東京

808 村松 直樹 45 福岡

809 藤崎 一峰 45 福岡

810 小林 知樹 45 福岡

811 佐々木 周 45 東京

812 石丸 将義 45 山口

813 舟川 智也 45 福岡

814 納富 貞嘉 45 福岡

815 田代 雅人 45 福岡

816 松尾 俊治 45 福岡

817 広本 成志 46 山口

818 星野尾 憲司 46 東京

819 出來 大輔 46 山口

820 椎山 孝洋 46 福岡

821 森 千尋 46 福岡

822 古田 英俊 46 大分

823 金 亨祐 46 東京

824 沢田 寿晴 46 北海道

825 齋藤 孝司 46 愛知

826 平田 和也 46 熊本

827 森上 智 47 福岡

828 龍田 信一 47 兵庫

829 大谷 賢聡 47 大分

830 高橋 英樹 47 福岡

831 藤澤 陽三 47 東京

832 末松 士 47 福岡

833 板垣 久 47 福岡

834 木部 匡之 48 福岡

835 岡本 利明 48 福岡

836 首藤 真 48 福岡

837 今井 基次 48 東京

838 宇都 克博 48 鹿児島

839 三浦 正道 48 福岡

840 川越 勝仁 48 鹿児島

841 加世田 和博 48 鹿児島

842 草野 将 48 福岡

843 崎山 庫志 48 福岡

844 若松 正臣 48 鹿児島

845 野田 慎一朗 49 福岡

846 後藤 義和 49 福岡

847 井上 義彦 49 福岡

848 冨永 大介 49 佐賀

849 許斐 智夫 49 福岡

850 唐木 誠 49 福岡

851 堤 英将 49 福岡

852 生田 晃二 49 福岡

853 田中 学 49 福岡

854 谷口 智章 49 福岡
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わたしたちは信じる。
スポーツのチカラを。

トライアスロン大会の開催には、
たくさんの人々の協力が必要です。

道路を封鎖することで地域住民の方々に不便をかけます。
たくさんのボランティアが無報酬で時間とからだを使います。

多くの協賛社が貴重な資金を拠出します。
警察や消防も大会のために膨大な準備を行います。

たった 1日のために、行政が、学校が、企業が、そして地域が、
それぞれに力を割くことになるのです。

いったい何のためにこの大会を開くのか。
わたしたち大会実行委員会は、

準備を含めたこの 6年間何度も自問しました。
確かな答えが今ここにあるわけではありません。

それでも大会を続ける中で、
いろいろな出来事が背中を押してくれました。

沿道で手を振ってくれる地域の方々がそこにいました。
運営スタッフとして参加した障がい者が、
役に立てて良かったと笑顔をくれました。
揃いのユニフォームを着たボランティアが

充実した顔を見せてくれました。
遠路はるばる参加してくれたアスリートが
素晴らしい環境だと握手をくれました。

そうなんだ。
スポーツは人と人をつなぐ。
スポーツは人を集める。

スポーツは地域にチカラを与える。
スポーツは人を笑顔にする。

わたしたちが大会を開くのは
きっとこのスポーツのチカラを信じているからなんだ。

2023 年夏、わたしたちは 4回目の大会を開きます。
まだまだ未熟な大会です。
でも確実に前進をしています。

企業のみなさん、行政や学校関係者のみなさん、
そして何より、地域住民のみなさん、

ぜひスポーツのチカラに、
トライアスロンのチカラに期待してください。
そして応援をよろしくお願いします。

福岡トライアスロン組織委員会

501 久野 奈穂子 50 愛知

502 塩川 由美 51 大阪

503 大野 享子 51 沖縄

504 坂本 和美 51 福岡

505 田島 直美 52 熊本

506 浅野 綾子 53 岡山

507 秋元 将志 50 福岡

508 富田 英明 50 福岡

509 福島 良一 50 鳥取

510 能瀬 万里雄 50 福岡

511 築地原 宏治 50 鹿児島

512 林 剛 50 熊本

513 矢野 耕二 50 福岡

514 北嶋 禎治 50 福岡

515 藤原 昭宏 50 山口

516 増田 修 50 福岡

517 芹田 章博 50 福岡

518 河野 逸郎 50 福岡

519 中原 和浩 50 福岡

520 井上 剛典 50 岐阜

521 早田 卓司 50 福岡

522 橋田 義尊 50 福岡

523 福元 テツロー 51 広島

524 山本 英永 51 神奈川

525 井手 善彦 51 長崎

526 安達 知誠 51 長崎

527 吉武 太志 51 福岡

528 古賀 崇司 51 福岡

529 黒山 剛 51 福岡

530 白水 威彦 51 千葉

531 山田 康一朗 51 福岡

532 有光 北斗 51 福岡

533 穴井 隆二 51 熊本

534 喜多 秀樹 51 福岡

535 福田 滋 51 愛知

536 西村 久徳 51 福岡

537 河上 恵典 51 長崎

538 沖原 昌幸 51 福岡

539 丸山 誠 52 鳥取

540 阿部 知史 52 沖縄

541 杉山 英輝 52 神奈川

542 末松 敏和 52 福岡

543 東郷 和彦 52 鹿児島

544 田中 範弘 52 広島

545 村上 幸男 52 長崎

546 平山 貴浩 52 福岡

547 横山 洋 52 福岡

548 山根 啓 52 神奈川

549 東岡 芳幸 52 福岡

550 坂本 栄治 52 東京

551 桑原 貴洋 52 佐賀

552 今里 光佐 52 福岡

553 高田 雄一郎 52 福岡

554 高倉 秀穂 53 東京

555 大嶋 豪 53 山口

556 山田 真理男 53 神奈川

557 穴田 慎次郎 53 佐賀

558 石井 成一郎 53 福岡

559 末益 誠 53 福岡

560 高松 一郎 53 福岡

561 矢瀧 敬三 53 鳥取

562 浜田 綱太郎 53 福岡

563 川内 佳司 54 福岡

564 森岡 克洋 54 山口

565 西村 宣久 54 福岡

901 西口 明子 59 福岡

902 恵良 奈緒美 59 山口

903 亀山 智之 55 広島

904 中嶋 傑 55 福岡

905 江越 啓一郎 55 福岡

906 中村 浩二 55 東京

907 朝武 康臣 55 東京

908 宮崎 幸宏 55 福岡

909 齊藤 敬 55 福岡

910 伊藤 康行 55 熊本

911 田中 靖浩 55 佐賀

912 高橋 泰夫 56 岡山

913 龍頭 正浩 56 福岡

914 上田 潤一 56 福岡

915 小森 研一 56 長崎

916 福井 濃 56 福岡

917 上林 肇 56 東京

918 北垣 徹 56 兵庫

919 菅 道文 56 福岡

920 古跡 寛 57 山口

921 愛甲 隆昭 57 鹿児島

922 西出 裕輔 57 福岡

923 森 広志 57 福岡

924 末吉 衛 57 沖縄

925 江口 和徳 58 佐賀

926 城田 正俊 58 福岡

927 岡本 泰宜 58 愛知

928 尾崎 善一郎 58 佐賀

929 山川 雅之 59 東京

930 江本 玄 59 福岡

931 清水 俊郎 59 福岡

932 田中 孝一 59 山口

933 福岡 剛 59 福岡

934 本田 龍紫郎 59 福岡

935 三浦 健一 59 茨城

601 松下 豊美 61 福岡

602 茨田 二三夫 60 広島

603 小菅 猛 60 神奈川

604 森上 健 60 福岡

605 千々和 崇 60 福岡

606 小森谷 功 60 神奈川

607 中村 雅和 60 福岡

608 小川 晃範 60 岡山

609 塩崎 真治 60 福岡

610 平田 一雄 60 佐賀

611 石河 勲 60 福岡

612 岡 雅司 60 福岡

613 西田 真人 61 福岡

614 岩本 正三 61 福岡

615 村瀬 秀也 61 千葉

616 Yamaguchi Ferdinand 61 東京

617 木村 昌幹 61 福岡

618 上野 一浩 61 山口

619 坂山 一之 61 岡山

620 谷口 一郎 61 福岡

621 植松 弘至 61 奈良

622 浦山 信彰 61 長崎

623 新宮 瑞夫 62 島根
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624 酒井 隆博 62 兵庫

625 木村 憲治 62 福岡

626 瀬戸 茂男 62 大阪

627 高木 英久 62 長崎

628 河村 政勝 63 山口

629 中條 雅史 63 千葉

630 高橋 徹 64 福岡

631 片岡 宏介 65 福岡

632 川島 知之 65 宮崎

633 東 洋志 65 鹿児島

634 樋口 明彦 65 福岡

635 土師 弘幸 65 東京

636 江浦 俊文 66 熊本

637 内田 哲 66 福岡

638 若木 一朗 66 鳥取

639 岡丸 正典 66 広島

640 品野 俊治 67 福岡

641 竹中 嘉文 67 福岡

642 毛利 力 68 山口

643 稲岡 潤 68 長崎

644 上田 智 69 福岡

701 井上 富紀子 72 岐阜

702 原田 英介 70 熊本

703 渡邉 信介 70 福岡

704 林 太郎 70 東京

705 平田 清巳 70 福岡

706 山道 和樹 72 福岡

707 吉田 達郎 72 福岡

708 田中 啓司 73 福岡

709 下平 譲二 73 福岡

710 出口 秀吉 75 福岡

711 湊 昭夫 75 山口

712 白石 直敏 75 福岡

713 中西 啓一 75 岡山
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